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学習の見通しと振り返りのポイントは，どのようなものですか。 

 

 

生徒に学習の見通しをもたせることは，生徒が授業を通して音楽を学習する意味を理解

することへつながります。 

音楽の授業を行うに当たって，学習の見通しについて伝える場面はいくつかあります。

例えば，年度初めの授業開き（オリエンテーション），題材における第１時，毎時の導入

などです。毎時の導入においては，本時の学習のねらいについて伝え，本時の学習の見通

しをもたせることがポイントです。そのために，教師が作成した学習計画表を示したり，

題材を見通すことができるワークシートを作成したりすることなどが効果的です。また，

他学年の学習の成果を掲示したりすることによって，次年度への学習の見通しをもたせる

こともできます。本時の学習のねらいの立て方については，題材の目標の立て方を参考に

しましょう。 

 

◆授業開き（オリエンテーション）の例 

授業開き（オリエンテーション）では，なぜ音楽を学ぶのかについて生徒が

理解する大切な場面です。音楽科の学習のねらいについて伝えるだけではな

く，生徒に配付したり，拡大印刷したものを音楽室内に掲示したりするなどし

て，常に見ることができるようにする工夫も大切です。年度末に，

この内容に沿った「振り返り」を行うと，更に効果的です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【平成 27年度佐賀県教育センターサタセン第７回「音楽科教師の交流研修会」での資料を基に作成】 
 

◆学習内容や学習の予定を伝える場面の例 

学習内容や学習の予定を伝える場面では，題材の中で

の本時の位置付けを明確にし，学習内容の具体

について伝えることが大切です。 
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 明日の授業は何をしますか？ 

 
前の時間の学習を生かして，「夏の思い出」の旋律

と歌詞の内容の関わりについて考えながら，歌うよ！ 

 歌を歌うよ！ 

https://www.saga-ed.jp/kenkyu/kenkyu_chousa/r4/01_chuon_chubi/01_chuon/qa/6_chuon_qa_6_daizai.pdf
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【第１時のめあて】 

「雅楽」の音楽の特徴を，その背景となる文化や歴史に関連付けて

捉えよう。 

【第１時の学習を振り返って】 

（生徒の記述） 

貴族のたしなみや趣味として広まった一方で，それ以前の神仏に捧

げる目的や儀式としても使われていたので，大事な行事にもつかわれ

ていたのだと思う。拍が分かりにくいのは，落ち着きや品のあるところで

つかわれていたからだと思う。 

 

 

振り返りは，学習のねらいに沿って行うことがポイントです。学習を振り返る場面も，

学習の見通しをもたせることと同様に，毎時の終末，題材の終末，年度末などいくつかあ

ります。ワークシートへの記述だけではなく，アンケートを実施するなどの方法も考えら

れますので，生徒の学習状況に応じた振り返りを工夫しましょう。 

 

◆第３学年「Ｂ鑑賞」における第１時のめあてに対する振り返りの例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆年度末の振り返りの例（授業開きでの学習のねらいを活用して） 

 

 

振り返りは，生徒の学習状況を把握するだけではなく，教師自身の授業改善の視点とすることがとても大切です。 

振り返りを活用して，題材デザイン又は授業デザインを見直し，次年度へ向けた年間指導計画の作成に反映させる

ようにしましょう。 

 

A 

２．いろいろな音楽を知って、自分の音楽観（音楽に対する見方・

考え方）を広げましょう。 

○自分の音楽観が広がったと感じた音楽や音楽の学習について書き

ましょう。 

（生徒の記述） 

「雅楽」は日本の伝統音楽なのかの学習で，今まで雅楽は日本の

音楽だと思っていたけど，いくつかの雅楽や他国の雅楽を聴き比べた

り，歴史を知ることで，雅楽の長い歴史から雅楽についての理解を

深め，また，クラスで意見を共有することで広い視点から考えることが

できた。 

 

 


